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福音書からのメッセージ 

 

だから、同じように、自分の持ち物を一切

捨てないならば、あなたがたのだれ一人と

してわたしの弟子ではありえない。 

（ルカによる福音書 14 章 33 節） 

 

今日の箇所で、イエス様は大変厳しい言

葉を語られます。この言葉はエルサレムに

向かうイエス様について歩いていた群衆

に向かって発せられました。食糧が豊富に

あるわけでもなく、泊まる場所も決まって

いない旅を続けていた彼ら群衆。イエス様

にとっては味方であったはずです。しかし

その群衆に向かって、イエス様は語気を強

めるのです。 

 

なぜそのような言葉をなげ掛けたので

しょうか。それは、イエス様に従うという

ことは甘いことではないということを、十

字架に向かう前にしっかりと伝えたかっ

たのではないでしょうか。そしてイエス様

に従おうとするわたしたちにも、その厳し

さは伝わってくるのです。 

 

イエス様はこのように言われます。「も

し、だれかがわたしのもとに来るとしても、

父、母、妻、子供、兄弟、姉妹を、更に自

分の命であろうとも、これを憎まないなら、

わたしの弟子ではありえない」と。この「憎

む」と訳された語は、わたしたちが一般に

用いる、怒りや敵意を向けるという意味と

は少し違います。原文では「背を向ける」

というニュアンスをもちます。つまりイエ

ス様の元に行くのであれば、家族や自分の

命に対して背を向けなさい、ということに

なります。 

 

わたしたちには、大切なものがあります。

家族も今の生活も、持っているものだって

なかなか手放せま

せん。でもイエス様

は言われます。あな

たがたはわたしの

弟子となるのであ

れば、それらに背を

向け、もっと大切な

ものに目を向けな

さいと。そしてその大切なものこそ、神さ

まなのです。イエス様は決して自分のこと

を嫌いになりなさいと言っておられるの

ではありません。家族や自分の欲望にしが

みついていないで、神さまに向き直りなさ

いと、イエス様はわたしたちに求めておら

れるのです。 

 

腰をすえて考えたときに、わたしたちは

塔を建てることも、二万の兵に立ち向かう

こともできない自分の力に気づかされま

す。しかしそれと同時に、イエス様を通し

て神さまからの豊かな恵みが与えられて

いることにも気づくはずです。だからわた

したちはその素晴らしい恵みに身を委ね

るのです。 

 

たとえば海で浮こうと思ったら、身体の

力を抜いて、波に身を任せるでしょう。自

分の持っている物にしがみついていては、

身体は沈んでいくばかりです。同じように

イエス様の弟子となるということは、イエ

ス様は全てを委ね、歩いていくことです。

自分の持ち物に背を向け、イエス様と共に

歩んでいきましょう。 
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